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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信することと、
　前記受信された送信に関連付けられたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットを
識別することと、
　前記識別されたＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて前記受信された送信
のために使用すべき少なくとも２つのサポートされた変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ）テーブルのうちの１つを識別することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記受信された送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣ
Ｓテーブルを使用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１のトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）テーブルが第１のＭＣＳテーブルから
マッピングされ、第２のＴＢＳテーブルが第２のＭＣＳテーブルからマッピングされ、前
記第２のＴＢＳテーブルが、前記第１のＴＢＳテーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少な
くとも１つのＴＢＳを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別されたＭＣＳテーブルからマッピングされたＴＢＳテーブルを識別することと
、
　前記受信された送信のサイズを決定するために、前記識別されたＴＢＳテーブルを使用
することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記受信された送信のために使用すべき前記ＭＣＳテーブルを動的に選択すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　アップリンク送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣＳ
テーブルを使用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信するための手段と、
　前記受信された送信に関連付けられたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットを
識別するための手段と、
　前記識別されたＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて前記受信された送信
のために使用すべき少なくとも２つのサポートされた変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ）テーブルのうちの１つを識別するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項９】
　送信に関連付けられたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別することと
、
　前記識別されたＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて前記送信のために使
用すべき少なくとも２つのサポートされた変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブ
ルのうちの１つを識別することと、
　前記送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用する
ことと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１０】
　ワイヤレスチャネル上で発生すべき前記送信のタイプを識別することと、
　送信の前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記送信のために使用す
べき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することと
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ＭＣＳテーブルがＭＣＳのリスティングを備え、各ＭＣＳが、変調方式およびトランス
ポートブロックサイズ（ＴＢＳ）のうちの少なくとも１つにマッピングされ、第１のＴＢ
Ｓテーブルが第１のＭＣＳテーブルからマッピングされ、第２のＴＢＳテーブルが第２の
ＭＣＳテーブルからマッピングされ、前記第２のＴＢＳテーブルが、前記第１のＴＢＳテ
ーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少なくとも１つのＴＢＳを備える、請求項９に記載の
方法。
【請求項１２】
　送信に関連付けられたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットを識別するための
手段と、
　前記識別されたＤＣＩフォーマットに少なくとも部分的に基づいて前記送信のために使
用すべき少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための手段と、
　前記送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用する
ための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）値を識別することと、
　少なくとも２つのサポートされた変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルのう
ちの１つを識別することと、
　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルおよび前記識別
されたＣＱＩ値を使用することと、ここにおいて、前記ＭＣＳを識別するために前記識別
されたＭＣＳテーブルを前記使用することは、ダウンリンク送信のために前記ＭＣＳを選
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択することを備える、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１４】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）値を識別するための手段と、
　少なくとも２つのサポートされた変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルのう
ちの１つを識別するための手段と、
　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルおよび前記識別
されたＣＱＩ値を使用するための手段と、ここにおいて、前記ＭＣＳを識別するために前
記識別されたＭＣＳテーブルを使用するための前記手段は、ダウンリンク送信のために前
記ＭＣＳを選択するための手段を備える、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至７または９乃至１１または１３のうちの１つの方法のすべてのステップを
実現するためのコンピュータ実行可能なプログラム命令を備える、コンピュータプログラ
ム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４６】
　[0163]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
変形形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は
、一例または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必
要としない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）テーブルの使用をサポートする
ことと、
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することと、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩ値を生成するために、前記識別されたＣＱＩテーブ
ルを使用することとを備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　どのＣＱＩテーブルが識別されたかにかかわらず、前記ＣＱＩ値を表すために同じビッ
ト数が使用される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＣＱＩテーブルの前記識別が、複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）識別からの、Ｃ
ＳＩの識別に少なくとも部分的に基づき、ここで、前記ＣＳＩが周期ＣＳＩまたは非周期
ＣＳＩのうちの少なくとも１つである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記複数のＣＳＩ識別の各々がサブフレームのセットに関連付けられ、ここで、サブフ
レームの前記セットが、半静的構成または半静的指示に少なくとも部分的に基づいて決定
される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスのために使用すべき第１のＣＱＩテーブル
を識別することと、
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　第２のＣＳＩプロセスのために使用すべき第２のＣＱＩテーブルを識別することと、前
記第２のＣＳＩプロセスが前記第１のＣＳＩプロセスとは異なる、をさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記ＣＱＩ値を生成するために使用すべき前
記ＣＱＩテーブルを選択することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記ＣＱＩ値を生成するために使用すべき前記ＣＱＩテーブルを動的に選択することを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＣＱＩ値が制御チャネルを介して送信されるべきかデータチャネルを介して送信さ
れるべきかを決定することと、
　前記ＣＱＩ値が前記制御チャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用す
べき第１のＣＱＩテーブルを識別することと、
　前記ＣＱＩ値が前記データチャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用
すべき第２のＣＱＩテーブルを識別することと、前記第２のＣＱＩテーブルが前記第１の
ＣＱＩテーブルとは異なる、をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第１のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第１のビット数を使用することと、
　前記第２のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第２のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第２のビット数を使用することと、前記第２のビット数が前記第１の
ビット数よりも大きい、をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＣＱＩ値が周期チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の一部であるか非周期チャネ
ル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告の一部であるのかを決定することと、
　前記ＣＱＩ値が前記Ｐ－ＣＳＩ報告の一部の場合と決定すると、使用すべき第１のＣＱ
Ｉテーブルを識別することと、
　前記ＣＱＩ値が前記Ａ－ＣＳＩ報告の一部であると決定すると、使用すべき第２のＣＱ
Ｉテーブルを識別することと、前記第２のＣＱＩテーブルが前記第１のＣＱＩテーブルと
は異なる、をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　第１のＣＱＩテーブルを使用して第１のＣＱＩ値を生成することと、
　第２のＣＱＩテーブルを使用して第２のＣＱＩ値を生成することと、
　単一のサブフレームにおいてワイヤレスチャネルを介して前記第１のＣＱＩ値と前記第
２のＣＱＩ値とを送信することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルが少なくとも１つの共通データエントリを備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ＣＱＩテーブルがＣＱＩ値のリスティングを備え、各ＣＱＩ値がスペクトル効率値にマ
ッピングされる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記識別されたＣＱＩ報告テーブルのうちの少なくとも１つが２５６直交振幅変調（Ｑ
ＡＭ）をサポートする、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
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　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、
　　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告テーブルの使用をサポー
トすることと、
　　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することと、
　　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩ値を生成するために、前記識別されたＣＱＩテー
ブルを使用することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１６］
　どのＣＱＩテーブルが識別されたかにかかわらず、前記ＣＱＩ値を表すために同じビッ
ト数が使用される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ＣＱＩテーブルの前記識別が、複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）識別からの、Ｃ
ＳＩの識別に少なくとも部分的に基づき、ここで、前記ＣＳＩが周期ＣＳＩまたは非周期
ＣＳＩのうちの少なくとも１つである、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記複数のＣＳＩ識別の各々がサブフレームのセットに関連付けられ、ここで、サブフ
レームの前記セットが、半静的構成または半静的指示に少なくとも部分的に基づいて決定
される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記命令は、
　第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）プロセスのために使用すべき第１のＣＱＩテーブル
を識別することと、
　第２のＣＳＩプロセスのために使用すべき第２のＣＱＩテーブルを識別することと、前
記第２のＣＳＩプロセスが前記第１のＣＳＩプロセスとは異なる、を行うように前記プロ
セッサによって実行可能である、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記ＣＱＩ値を生成するために使用すべき前
記ＣＱＩテーブルを選択するように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１５に記
載の装置。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　前記ＣＱＩ値を生成するために使用すべき前記ＣＱＩテーブルを動的に選択するように
前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記命令は、
　前記ＣＱＩ値が制御チャネルを介して送信されるべきかデータチャネルを介して送信さ
れるべきかを決定することと、
　前記ＣＱＩ値が前記制御チャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用す
べき第１のＣＱＩテーブルを識別することと、
　前記ＣＱＩ値が前記データチャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用
すべき第２のＣＱＩテーブルを識別することと、前記第２のＣＱＩテーブルが前記第１の
ＣＱＩテーブルとは異なる、を行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１
５に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記命令は、
　前記第１のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第１のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第１のビット数を使用することと、
　前記第２のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第２のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第２のビット数を使用することと、前記第２のビット数が前記第１の
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ビット数よりも大きい、を行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１５に
記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記命令は、
　前記ＣＱＩ値が周期チャネル状態情報（Ｐ－ＣＳＩ）報告の一部であるか非周期チャネ
ル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告の一部であるかを決定することと、
　前記ＣＱＩ値が前記Ｐ－ＣＳＩ報告の一部の場合と決定すると、使用すべき第１のＣＱ
Ｉテーブルを識別することと、
　前記ＣＱＩ値が前記Ａ－ＣＳＩ報告の一部であると決定すると、使用すべき第２のＣＱ
Ｉテーブルを識別することと、前記第２のＣＱＩテーブルが前記第１のＣＱＩテーブルと
は異なる、を行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記命令が、
　第１のＣＱＩテーブルを使用して第１のＣＱＩ値を生成することと、
　第２のＣＱＩテーブルを使用して第２のＣＱＩ値を生成することと、
　単一のサブフレームにおいてワイヤレスチャネルを介して前記第１のＣＱＩ値と前記第
２のＣＱＩ値とを送信することとを行うように前記プロセッサによって実行可能である、
Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルが少なくとも１つの共通データエントリを備える
、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ＣＱＩテーブルがＣＱＩ値のリスティングを備え、各ＣＱＩ値がスペクトル効率値にマ
ッピングされる、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記識別されたＣＱＩ報告テーブルのうちの少なくとも１つが２５６直交振幅変調（Ｑ
ＡＭ）をサポートする、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告テーブルの使用をサポート
するための手段と、
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別するための手段と、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩ値を生成するために、前記識別されたＣＱＩテーブ
ルを使用するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３０］
　どのＣＱＩテーブルが識別されたかにかかわらず、前記ＣＱＩ値を表すために同じビッ
ト数が使用される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記ＣＱＩテーブルの前記識別が、複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）識別からの、Ｃ
ＳＩの識別に少なくとも部分的に基づき、ここで、前記ＣＳＩが周期ＣＳＩまたは非周期
ＣＳＩのうちの少なくとも１つである、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記複数のＣＳＩ識別の各々がサブフレームのセットに関連付けられ、ここで、サブフ
レームの前記セットが、半静的構成または半静的指示に少なくとも部分的に基づいて決定
される、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記ＣＱＩ値が制御チャネルを介して送信されるべきかデータチャネルを介して送信さ
れるべきかを決定するための手段と、
　前記ＣＱＩ値が前記制御チャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用す
べき第１のＣＱＩテーブルを識別するための手段と、
　前記ＣＱＩ値が前記データチャネルを介して送信されるべきであると決定すると、使用
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すべき第２のＣＱＩテーブルを識別するための手段と、前記第２のＣＱＩテーブルが前記
第１のＣＱＩテーブルとは異なる、をさらに備える、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記第１のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第１のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第１のビット数を使用するための手段と、
　前記第２のＣＱＩテーブルを識別すると、前記第２のＣＱＩテーブルに基づいて前記Ｃ
ＱＩ値を表すために第２のビット数を使用するための手段と、前記第２のビット数が前記
第１のビット数よりも大きい、をさらに備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　ワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュ
ータプログラム製品は、
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告テーブルの使用をサポート
することと、
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することと、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩ値を生成するために、前記識別されたＣＱＩテーブ
ルを使用することとを行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的
コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３６］
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
ることと、
　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信することと、
　前記受信された送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの
１つを識別することとを備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ３７］
　前記受信された送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣ
Ｓテーブルを使用することをさらに備える、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ３８］
　第１のトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）テーブルが第１のＭＣＳテーブルから
マッピングされ、第２のＴＢＳテーブルが第２のＭＣＳテーブルからマッピングされ、前
記第２のＴＢＳテーブルが、前記第１のＴＢＳテーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少な
くとも１つのＴＢＳを備える、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記識別されたＭＣＳテーブルからマッピングされたＴＢＳテーブルを識別することと
、
　前記受信された送信のサイズを決定するために、前記識別されたＴＢＳテーブルを使用
することとをさらに備える、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記ワイヤレスチャネルを介して、前記受信された送信を送信するために使用される送
信のタイプを決定することと、
　送信の前記タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された送信のために使用す
べき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを備える、Ｃ３
６に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記受信された送信を送信するために使用される制御チャネルのタイプを識別すること
と、
　制御チャネルの前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された
送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するこ
ととを備える、Ｃ３６に記載の方法。
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［Ｃ４２］
　アップリンク送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣＳ
テーブルを使用することをさらに備える、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ４３］
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記第１のビット数が前記第２のビット数と同じである、Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記受信された送信のために使用すべき前記ＭＣＳテーブルを動的に選択することを備
える、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することが、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記受信された送信のために使用すべき前記
ＭＣＳテーブルを選択することを備える、Ｃ３６に記載の方法。
［Ｃ４７］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、
　　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポート
することと、
　　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信することと、
　　前記受信された送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうち
の１つを識別することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４８］
　前記命令が、
　前記受信された送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣ
Ｓテーブルを使用するように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装
置。
［Ｃ４９］
　第１のトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）テーブルが第１のＭＣＳテーブルから
マッピングされ、第２のＴＢＳテーブルが第２のＭＣＳテーブルからマッピングされ、前
記第２のＴＢＳテーブルが、前記第１のＴＢＳテーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少な
くとも１つのＴＢＳを備える、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記命令が、
　前記識別されたＭＣＳテーブルからマッピングされたＴＢＳテーブルを識別することと
、
　前記受信された送信のサイズを決定するために、前記識別されたＴＢＳテーブルを使用
することとを行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　前記ワイヤレスチャネルを介して、前記受信された送信を送信するために使用される送
信のタイプを決定することと、
　送信の前記タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された送信のために使用す
べき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを行うように前
記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装置。
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［Ｃ５２］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　前記受信された送信を送信するために使用される制御チャネルのタイプを識別すること
と、
　制御チャネルの前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された
送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するこ
ととを行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記命令が、
　アップリンク送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣＳ
テーブルを使用するように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装置
。
［Ｃ５４］
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記第１のビット数が前記第２のビット数と同じである、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　前記受信された送信のために使用すべき前記ＭＣＳテーブルを動的に選択するように前
記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記受信された送信のために使用すべき前記
ＭＣＳテーブルを選択するように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載
の装置。
［Ｃ５８］
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
るための手段と、
　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信するための手段と、
　前記受信された送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの
１つを識別するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ５９］
　前記受信された送信のために使用すべきＭＣＳを決定するために、前記識別されたＭＣ
Ｓテーブルを使用するための手段をさらに備える、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記第１のビット数が前記第２のビット数と同じである、Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６２］
　ワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュ
ータプログラム製品は、
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
ることと、
　ワイヤレスチャネルを介して送信を受信することと、
　前記受信された送信のために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの
１つを識別することとを行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時
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的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６３］
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
ることと、
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することと、
　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用すること
とを備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ６４］
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）値を識別することをさらに備え、前記識別された
ＭＣＳが、前記受信されたＣＱＩ値に少なくとも部分的に基づく、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６５］
　前記ＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを前記使用することが、
　ダウンリンク送信のために前記ＭＣＳを選択することを備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６６］
　前記ＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを前記使用することが、
　アップリンク送信のために前記ＭＣＳを選択することを備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６７］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つの前記識別がダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６８］
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ６９］
　前記第１のビット数が前記第２のビット数と同じである、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７０］
　単一のＭＣＳテーブルを物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の各割当てに関
連付けることをさらに備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ７１］
　単一の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を介して送信されるべき少なくと
も２つのコードワードを識別することと、
　前記少なくとも２つのコードワードのダウンリンク送信のために前記少なくとも２つの
ＭＣＳテーブルのうちの前記識別された１つを使用することとをさらに備える、Ｃ６３に
記載の方法。
［Ｃ７２］
　前記送信のために使用されるべき制御チャネルのタイプを識別することと、
　制御チャネルの前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記送信のため
に使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとをさら
に備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ７３］
　制御チャネル送信のための候補のセットを識別することと、
　候補の前記識別されたセットに少なくとも部分的に基づいて、前記制御チャネル送信の
ために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを
さらに備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ７４］
　候補の第１のセットが共通探索空間に関連付けられ、候補の第２のセットがユーザ機器
固有探索空間に関連付けられる、Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７５］
　前記共通探索空間と前記ユーザ機器探索空間の両方に関連付けられた少なくとも１つの
候補を識別することと、
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　あらかじめ定義されたルールに少なくとも部分的に基づいて前記少なくとも２つのＭＣ
Ｓテーブルのうちの１つを識別することとをさらに備える、Ｃ７４に記載の方法。
［Ｃ７６］
　ワイヤレスチャネル上で発生すべき前記送信のタイプを識別することと、
　送信の前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記送信のために使用す
べき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとをさらに備える
、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ７７］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記送信のために使用すべき前記ＭＣＳテーブルを動的に選択することを備える、Ｃ６
３に記載の方法。
［Ｃ７８］
　前記ＭＣＳテーブルの前記動的選択が、ダウンリンク制御情報中の情報フィールドによ
って実施され、ここで、前記情報フィールドが、構成の複数のセットのうちの１つを選択
し、ここで、構成の各セットが、ＭＣＳテーブルインジケータと、レートマッチングパラ
メータおよび擬似コロケーション指示パラメータのうちの少なくとも１つとを含むパラメ
ータを備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ７９］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することが、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記送信のために使用すべき前記ＭＣＳテー
ブルを選択することを備える、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ８０］
　ＭＣＳテーブルがＭＣＳのリスティングを備え、各ＭＣＳが、変調方式およびトランス
ポートブロックサイズ（ＴＢＳ）のうちの少なくとも１つにマッピングされる、Ｃ６３に
記載の方法。
［Ｃ８１］
　第１のＴＢＳテーブルが第１のＭＣＳテーブルからマッピングされ、第２のＴＢＳテー
ブルが第２のＭＣＳテーブルからマッピングされ、前記第２のＴＢＳテーブルが、前記第
１のＴＢＳテーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少なくとも１つのＴＢＳを備える、Ｃ８
０に記載の方法。
［Ｃ８２］
　前記識別されたＭＣＳテーブルのうちの少なくとも１つが２５６直交振幅変調（ＱＡＭ
）をサポートする、Ｃ６３に記載の方法。
［Ｃ８３］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、
　　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポート
することと、
　　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することと、
　　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用するこ
とと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ８４］
　前記命令が、
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）値を識別するように前記プロセッサによって実行
可能であり、前記識別されたＭＣＳが、前記受信されたＣＱＩ値に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記ＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用するための前記命
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令が、
　ダウンリンク送信のために前記ＭＣＳを選択するように前記プロセッサによって実行可
能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８６］
　前記ＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用するための前記命
令が、
　アップリンク送信のために前記ＭＣＳを選択するように前記プロセッサによって実行可
能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８７］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つの前記識別がダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８８］
　第１のＭＣＳテーブルに基づいて第１のＭＣＳを表すために第１のビット数が使用され
、第２のＭＣＳテーブルに基づいて第２のＭＣＳを表すために第２のビット数が使用され
る、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８９］
　前記第１のビット数が前記第２のビット数と同じである、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記命令が、
　単一のＭＣＳテーブルを物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の各割当てに関
連付けるように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記命令が、
　単一の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を介して送信されるべき少なくと
も２つのコードワードを識別することと、
　前記少なくとも２つのコードワードのダウンリンク送信のために前記少なくとも２つの
ＭＣＳテーブルのうちの前記識別された１つを使用することとを行うように前記プロセッ
サによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記命令が、
　前記送信のために使用されるべき制御チャネルのタイプを識別することと、
　制御チャネルの前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記送信のため
に使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを行う
ように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記命令が、
　制御チャネル送信のための候補のセットを識別することと、
　候補の前記識別されたセットに少なくとも部分的に基づいて、前記制御チャネル送信の
ために使用すべき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを
行うように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９４］
　候補の第１のセットが共通探索空間に関連付けられ、候補の第２のセットがユーザ機器
固有探索空間に関連付けられる、Ｃ９３に記載の装置。
［Ｃ９５］
　前記命令が、
　前記共通探索空間と前記ユーザ機器探索空間の両方に関連付けられた少なくとも１つの
候補を識別することと、
　あらかじめ定義されたルールに少なくとも部分的に基づいて前記少なくとも２つのＭＣ
Ｓテーブルのうちの１つを識別することとを行うように前記プロセッサによって実行可能
である、Ｃ９４に記載の装置。
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［Ｃ９６］
　前記命令が、
　ワイヤレスチャネル上で発生すべき前記送信のタイプを識別することと、
　送信の前記識別されたタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記送信のために使用す
べき前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することとを行うように前
記プロセッサによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９７］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　前記送信のために使用すべき前記ＭＣＳテーブルを動的に選択するように前記プロセッ
サによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ９８］
　前記ＭＣＳテーブルの前記動的選択が、ダウンリンク制御情報中の情報フィールドによ
って実施され、ここで、前記情報フィールドが、構成の複数のセットのうちの１つを選択
し、ここで、構成の各セットが、ＭＣＳテーブルインジケータと、レートマッチングパラ
メータおよび擬似コロケーション指示パラメータのうちの少なくとも１つとを含むパラメ
ータを備える、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための前記命令が、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記送信のために使用すべき前記ＭＣＳテー
ブルを選択するように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ１００］
　ＭＣＳテーブルがＭＣＳのリスティングを備え、各ＭＣＳが、変調方式およびトランス
ポートブロックサイズ（ＴＢＳ）のうちの少なくとも１つにマッピングされる、Ｃ８３に
記載の装置。
［Ｃ１０１］
　第１のＴＢＳテーブルが第１のＭＣＳテーブルからマッピングされ、第２のＴＢＳテー
ブルが第２のＭＣＳテーブルからマッピングされ、前記第２のＴＢＳテーブルが、前記第
１のＴＢＳテーブル中の最大ＴＢＳよりも大きい少なくとも１つのＴＢＳを備える、Ｃ１
００に記載の装置。
［Ｃ１０２］
　前記識別されたＭＣＳテーブルのうちの少なくとも１つが２５６直交振幅変調（ＱＡＭ
）をサポートする、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ１０３］
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
るための手段と、
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別するための手段と、
　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用するため
の手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１０４］
　ダウンリンク送信のために前記ＭＣＳを選択するための手段をさらに備える、Ｃ１０３
に記載の装置。
［Ｃ１０５］
　アップリンク送信のために前記ＭＣＳを選択するための手段をさらに備える、Ｃ１０３
に記載の装置。
［Ｃ１０６］
　ワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュ
ータプログラム製品は、
　少なくとも２つの変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）テーブルの使用をサポートす
ることと、
　前記少なくとも２つのＭＣＳテーブルのうちの１つを識別することと、
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　送信のためのＭＣＳを識別するために、前記識別されたＭＣＳテーブルを使用すること
とを行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０７］
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）テーブルの使用をサポートする
ことと、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩデータを受信することと、
　前記ＣＱＩデータに基づいて、ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前記少なくとも２
つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することとを備える、ワイヤレス通信のための方
法。
［Ｃ１０８］
　どのＣＱＩテーブルが識別されたかにかかわらず、前記ＣＱＩ値を表すために同じビッ
ト数が使用される、Ｃ１０７に記載の方法。
［Ｃ１０９］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　あらかじめ定義された構成設定に従って、前記ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前
記ＣＱＩテーブルを選択することを備える、Ｃ１０７に記載の方法。
［Ｃ１１０］
　前記少なくとも２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを前記識別することが、
　前記ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前記ＣＱＩテーブルを動的に選択することを
備える、Ｃ１０７に記載の方法。
［Ｃ１１１］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、
　　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）テーブルの使用をサポートす
ることと、
　　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩデータを受信することと、
　　前記ＣＱＩデータに基づいて、ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前記少なくとも
２つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１１２］
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）テーブルの使用をサポートする
ための手段と、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩデータを受信するための手段と、
　前記ＣＱＩデータに基づいて、ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前記少なくとも２
つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別するための手段とを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
［Ｃ１１３］
　ワイヤレス通信を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュ
ータプログラム製品は、
　少なくとも２つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）テーブルの使用をサポートする
ことと、
　ワイヤレスチャネルのためのＣＱＩデータを受信することと、
　前記ＣＱＩデータに基づいて、ＣＱＩ値を識別するために使用すべき前記少なくとも２
つのＣＱＩテーブルのうちの１つを識別することとを行うようにプロセッサによって実行
可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
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